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平均落札額 76 万円　種子島子牛せり市
　

種
子
島
子
牛
せ
り
市
が
、
4

月
20
・
21
日
に
種
子
島
家
畜
市

場
で
あ
り
、
平
均
落
札
額
は
76

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
高
価
格
は
、
め
す
牛
が
１

４
２
万
円
、
去
勢
が
１
２
０
万

円
と
な
り
、
市
場
は
畜
産
関
係

者
の
熱
気
で
包
ま
れ
て
い
ま
し

た
。性別 頭数 販売額 今回平均 前年同期対比

中種子

めす牛 116 81,738,000 704,638 +623

去　勢 146 117,779,000 806,705 +1,939

計 262 199,517,000 761,515 +4,950

市場
全体

めす牛 321 229,308,000 714,355 +9,595

去　勢 369 298,052,000 807,729 +4,829

計 690 527,360,000 764,290 +8,525
※単位：円（税抜き価格、速報値）

　

熊
毛
地
区
全
共
一
次
予
選
会

が
、
4
月
10
日
に
種
子
島
家
畜

市
場
で
あ
り
、
選
抜
さ
れ
た
48

頭
（
本
町
か
ら
は
18
頭
）
の
優

良
牛
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

予
選
会
で
は
、
審
査
標
準
に

よ
っ
て
審
査
が
行
わ
れ
、
そ
の

様
子
を
畜
産
農
家
や
関
係
者
が

熱
心
に
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
第
２
区
、
第

３
区
か
ら
各
４
頭
が
選
ば
れ
、

本
町
か
ら
は
中
崎
和
行
さ
ん
（
池

之
平
）
の
「
28
お
や
ま
８
」
号
（
２

区
）
が
予
選
を
通
過
し
ま
し
た
。

　予選を通過した 28 おやま８号
　（７月３日の二次予選会へ出品）

　

地
域
発
展
の
た
め
に
「
耕
畜

連
携
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
し
、

農
業
資
材
の
地
産
地
消
及
び
エ

コ
環
境
の
推
進
並
び
に
雇
用
創

出
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
行
う

事
を
目
的
に
「
株
式
会
社
ぎ
ゅ
ー

て
っ
く
」
の
設
立
総
会
が
、
４

月
28
日
に
あ
り
ま
し
た
。

　

耕
畜
連
携
シ
ス
テ
ム
と
は
、
畜

産
農
家
か
ら
耕
種
農
家
へ
堆
肥

を
供
給
し
た
り
、
逆
に
耕
種
農
家

か
ら
畜
産
農
家
へ
飼
料
作
物
を

供
給
す
る
な
ど
、
耕
種
側
と
畜

産
側
の
連
携
を
図
る
も
の
で
す
。

総合的な活性化を図ります
耕畜連携システムの運営法人を設立

全国大会を目指し優良牛を出品
熊毛地区全共一次予選会



まちの話題　

3　広報なかたね 2017.6 月号

　まちの話題　

　

種
子
島
警
察
署
少
年
警
察
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
一
同
か
ら
、
今
年

度
の
新
入
学
児
童
に
対
し
て
の

記
念
品
の
贈
呈
が
、
４
月
27
日

に
教
育
長
室
で
あ
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
代
表
か
ら
教
育
長
へ
、

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
（
い
か
の
お

す
し
バ
ー
ジ
ョ
ン
）
が
贈
ら
れ

れ
ま
し
た
。

　

種
子
島
警
察
署
少
年
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
、
少
年
の
非
行
防
止

及
び
健
全
育
成
を
図
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
少

年
た
ち
を
見
守
る
活
動
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

見守り活動を推進
少年警察ボランティアから記念品贈呈

　

昨
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た
「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」
の
２
人
目

と
な
る
山
村
ひ
ろ
し
さ
ん
に
、

５
月
１
日
、
田
渕
川
町
長
が
辞

令
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

山
村
さ
ん
は
大
阪
府
の
出
身

で
、
長
年
、
放
送
や
映
像
制
作

に
関
わ
る
仕
事
を
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

今
後
は
、
先
に
着
任
し
た
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
共
に
、

培
っ
た
技
術
と
経
験
を
生
か
し
、

中
種
子
の
情
報
発
信
や
、
観
光

に
関
す
る
業
務
な
ど
に
従
事
す

る
予
定
で
す
。

２人目の地域おこし協力隊員
山村ひろしさん着任

製糖作業が終了　平成 28/29 年期サトウキビの実績
　

平
成
28
／
29
年
期
サ
ト
ウ
キ

ビ
の
原
料
受
入
が
、
４
月
17
日

に
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
期
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
は
、
３

期
ぶ
り
に
平
年
並
み
の
収
量
に

回
復
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
さ
ら
な
る
生
産
向
上

を
図
る
た
め
「
さ
と
う
き
び
増

産
推
進
支
援
事
業
（
国
補
助
）」

を
実
施
し
、
堆
肥
散
布
や
深
耕

作
業
の
助
成
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

面積（ha） 10a 当たり
収量（kg） 生産量（ t ） 生産者価格（円） 生産農家戸数

西之表市 643 6,311 40,581 880,823,495 683

中種子町 1,272 6,981 88,804 1,883,497,243 930

南種子町 479 6,018 28,824 614,955,587 301

合計 2,394 6,609 158,209 3,379,276,325 1,914
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い
ろ
い
ろ
な
『
繋
が
り
』
を
感

じ
ら
れ
る
こ
と
は
『
豊
か
さ
』
だ
と

思
い
ま
す
。
人
と
海
、
人
と
宇
宙
、

人
と
人
、
都
会
に
い
る
と
海
に
浮
か

ぶ
大
地
に
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
も
、

宇
宙
に
浮
か
ぶ
星
に
暮
ら
し
て
い

る
こ
と
も
、
空
が
宇
宙
と
繋
が
っ
て

い
る
こ
と
も
、
同
じ
地
域
の
人
と
繋

が
る
こ
と
さ
え
も
忘
れ
て
し
ま
い

が
ち
で
す
。

　

こ
の
島
で
暮
ら
し
て
い
る
と
、
い

ろ
い
ろ
な
『
繋
が
り
』
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
は
人
、
海
、

自
然
、大
地
、恵
み
、宇
宙
。
な
の
で
、

種
子
島
は
私
を
豊
か
に
し
て
く
れ

る
素
晴
ら
し
い
島
で
す
。

　

じ
ゃ
ば
っ
ち
ぇ
！
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
種
子
島
は
も
っ
と
素
晴
ら
し

い
島
だ
と
、
岩
岡
小
学
校
の
た
ね

が
し
ま
留
学
生
を
見
て
強
く
感
じ

ま
し
た
。

　

ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
で
は
宇

宙
と
の
繋
が
り
を
、
ウ
ミ
ガ
メ
が

命
を
繋
ぐ
姿
を
見
て
、
命
の
尊
さ

を
知
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
様
々

な
農
業
体
験
で
は
、
食
べ
物
の
有

り
難
さ
や
引
き
継
が
れ
て
き
た
先

人
の
知
恵
を
知
る
事
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。

　

豊
か
に
し
て
く
れ
る
経
験
は
行

事
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
校

で
は
『
そ
の
他
大
勢
』
か
ら
『
常

に
主
役
』
の
立
場
と
な
り
、
地
域

で
は
『
都
会
の
す
れ
違
い
の
大
人

た
ち
』
か
ら
『
地
域
の
あ
た
た
か
い

大
人
た
ち
』
に
見
守
ら
れ
ま
す
。

　

周
囲
が
一
変
す
れ
ば
、
新
た
な
自

分
、
成
長
し
た
自
分
に
出
会
え
る

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な

環
境
で
の
生
活
を
、
人
も
自
然
も

豊
か
な
こ
の
島
で
、
強
い
絆
で
結
ば

れ
た
仲
間
た
ち
と
共
有
す
る
の
で

す
か
ら
、
深
く
刻
ま
れ
た
想
い
出

は
消
え
る
こ
と
の
な
い
『
宝
物
』
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　

同
じ
環
境
、
同
じ
仲
間
で
ず
っ
と

仲
良
く
過
ご
す
の
も
大
切
な
事
だ
と

思
い
ま
す
が
、
小
学
校
６
年
間
の
１

年
間
だ
け
で
も
『
全
て
を
ひ
っ
く
り

返
し
て
み
る
』
の
は
、
思
春
期
を
迎

え
る
前
の
子
ど
も
に
と
っ
て
、
と
て

も
大
き
な
成
長
へ
の
『
種
子
』
に
な

る
筈
だ
と
感
じ
ま
し
た
。　
（
松
田
）

地域おこし協力隊通信（№ 7）　繋がりは豊かさ

関西で鹿児島を堪能　第 13 回関西かごしまファンデー
　

鹿
児
島
県
出
身
者
や
鹿
児
島

の
フ
ァ
ン
が
集
う
第
13
回
関
西

か
ご
し
ま
フ
ァ
ン
デ
ー
（
関
西

鹿
児
島
県
人
会
総
連
合
主
催
）

が
、
4
月
16
日
に
大
阪
市
の
京

セ
ラ
ド
ー
ム
大
阪
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

フ
ァ
ン
デ
ー
に
は
3
万
１
千

人
が
訪
れ
、
故
郷
の
懐
か
し
い

味
と
芸
能
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

観
光
物
産
展
に
は
約
２
５
０

企
業
・
団
体
か
ら
３
２
４
ブ
ー

ス
が
出
店
。
本
町
か
ら
も
菓
子

処
渡
辺
、
ひ
め
工
房
、
ホ
テ
ル
・

レ
ス
ト
ラ
ン
公
園
通
り
、
花
と

お
菓
子
の
利
休
が
安
納
芋
を

使
っ
た
お
菓
子
や
か
る
か
ん
な

ど
の
特
産
品
を
出
展
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
出
展
に
際
し
近
畿
中

種
子
会
か
ら
多
方
面
で
の
ご
支

援
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　大盛況の関西かごしまファンデー
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笑顔あふれる子どもたち　第 23 回なかたねちびっこふぇあ
　

町
連
合
青
年
団
が
主
催
す
る

「
第
23
回
ち
び
っ
こ
ふ
ぇ
あ
」
が
、

5
月
4
日
、
種
子
島
中
央
体
育

館
と
そ
の
周
辺
で
行
わ
れ
、
雨

模
様
の
中
、
多
く
の
家
族
連
れ

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

体
育
館
の
舞
台
で
は
Ｄ
ス
タ

イ
ル
に
よ
る
納
官
和
太
鼓
が
披

露
さ
れ
、
そ
の
勇
壮
な
演
奏
に
、

会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
タ
ネ
ガ
シ
マ
ン
シ
ョ
ー

が
は
じ
ま
る
と
、
子
ど
も
た
ち

は
会
場
の
前
列
に
詰
め
か
け
、

夢
中
に
な
っ
て
声
援
を
送
り
、

会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。　

　

当
日
は
他
に
も
、
出
店
や
パ

ト
カ
ー
・
白
バ
イ
・
消
防
車
に

乗
っ
て
の
記
念
撮
影
コ
ー
ナ
ー

や
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

思
い
出
に
残
る
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

　

　多くの家族連れでにぎわう会場

　消防車の体験試乗

　タネガシマンショー

　

大
阪
の
毎
日
放
送
制
作
の
情
報

番
組
「
ち
ち
ん
ぷ
い
ぷ
い
」（
南

日
本
放
送
で
放
送
中
）
の
生
中
継

が
、
４
月
13
日
に
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
番
組
の
鹿
児
島
特

集
「
お
じ
ゃ
っ
た
も
ん
せ
！
鹿
児

島
」
の
一
環
と
し
て
企
画
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
梶
屋
良
幸
さ
ん
（
町

山
崎
）
の
さ
と
う
き
び
畑
か
ら
、

収
穫
の
様
子
や
特
産
品
の
紹
介
、

風
景
を
交
え
た
天
気
予
報
の
中
継

な
ど
が
あ
り
、
町
の
魅
力
が
多
く

の
視
聴
者
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

中種子町の魅力を発信
大阪のテレビ局が生中継

　

薬
用
植
物
資
源
研
究
セ
ン

タ
ー
種
子
島
研
究
部
の
施
設
一

般
公
開
が
４
月
22
日
に
行
わ
れ
、

86
人
の
方
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

施
設
内
を
散
策
す
る
ツ
ア
ー

で
は
、
職
員
の
説
明
に
、
参
加

者
が
メ
モ
を
取
っ
た
り
積
極
的

に
質
問
を
す
る
な
ど
、
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

野
間
か
ら
参
加
を
し
た
家
族

は
「
日
頃
見
る
こ
と
が
出
来
な

い
植
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
楽
し

か
っ
た
。
職
員
の
方
の
説
明
も

と
て
も
分
か
り
や
す
か
っ
た
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

春の植物を観察
薬用植物資源研究センター施設一般公開

　生中継の様子
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各課からのお知らせ　

　

児
童
や
生
徒
を
対
象
に
し
た

交
通
安
全
教
室
が
４
月
か
ら
幼

稚
園
や
各
学
校
で
行
わ
れ
、
安

全
な
道
路
の
渡
り
方
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。

　

警
察
官
の
指
導
の
も
と
、
児

童
生
徒
ら
は
真
剣
に
授
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

授
業
で
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
教
材
に

よ
る
交
通
ル
ー
ル
の
学
習
や
、

質
問
形
式
に
よ
る
交
通
安
全
に

関
す
る
認
識
の
確
認
、
模
擬
道

路
を
使
用
し
た
横
断
歩
道
の
渡

り
方
の
練
習
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

道路の渡り方を学習
交通安全教室

　

平
成
29
年
度
福
寿
大
学
の
開

講
式
が
４
月
21
日
に
中
央
公
民

館
で
あ
り
、
受
講
生
13
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

開
講
に
あ
た
り
学
級
長
の
德

永
千
鶴
子
さ
ん
が
「
み
ん
な
で
参

加
を
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
元
気

に
明
る
く
活
動
し
ま
し
ょ
う
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

福
寿
大
学
で
は
、
こ
れ
か
ら
１

年
間
を
通
し
て
、
講
話
や
講
座
、

調
理
実
習
や
健
康
体
操
な
ど
、
多

種
多
様
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
行
わ

れ
ま
す
。

元気に明るく活動
平成 29 年度福寿大学開講

　横断歩道を渡る練習の様子（野間小）

ウミガメ保護監視員を委嘱
◎お問い合わせ先　役場企画課地域振興係㉗ 1111 内線 210

　ウミガメ保護監視員の委嘱式が、4月 28 日に
町長室でありました。
　本年度も平鍋集落の笹川重幸さんと笹川二成さ
んが、ウミガメ監視員に委嘱され、5月 10 日か
ら８月 31 日までの期間のうち 45 日間、長浜海
岸一帯のウミガメの保護にあたります。
　アカウミガメの上陸・産卵は鹿児島県が日本一
ですが、その中でも中種子町の「長浜海岸」は屋
久島に次ぐ全国で２番目に多い上陸地となってい
ます。

※県内全域の海岸（海域除く）で、許可なくウミ
ガメの捕獲や卵の採取は、禁止されています。	

平成 28 年度実績
■監視面積　10ヘクタール（延長 12㌔）
■監視日数　45日間
■上陸頭数　564 頭
■産卵頭数　459 頭

笹川重幸さん笹川二成さん
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　各課からのお知らせ

平成 29 年度中種子町交通安全教育指導員及び交通安全婦人部　※敬称略

◎お問い合わせ先　役場総務課消防交通係㉗ 1111 内線 222

交通安全教育指導員 交通安全婦人部

氏　　名 担当地区 氏　　名 担当地区

支 部 長 和田　茂 （栄　町） 野間下 部 長 永浜　三津子 （阿高磯） 全　域

副支部長 春田　清德 （平　鍋） 納　官 副 部 長 迫田　敏子 （美　座） 全　域

副支部長 平山　信一郎 （満足山） 野間下 会 計 黒木　晴代 （本　村） 全　域

会 　 計 濱崎　秀志 （旭　町） 野間上 部 員 松下　和子 （浜津脇） 星　原

指 導 員 山下　孝二 （浜津脇） 星　原 部 員 岩屋　ともみ （秋佐野） 増　田

指 導 員 岩坪　静哉 （砂　中） 星　原 部 員 野角　みのり （原之里） 納　官

指 導 員 岩屋　浩一 （秋佐野） 増　田 部 員 日高　美幸 （大　平） 野間上

指 導 員 祝　盛市 （松　原） 野間上 部 員 提　富美枝 （畠　田） 野間下

指 導 員 成尾　正一 （上　方） 野間上 部 員 里園　ノリエ （東之町） 油　久

指 導 員 美園　輝 （伏之前） 野間上 部 員 山本　薫 （新　町） 南　界

指 導 員 中嶋　喜代子 （伏之前） 野間上 部 員 稲子　めぐみ （衣之平） 岩　岡

指 導 員 日髙　美子 （旭　町） 野間上

指 導 員 深町　辰夫 （伏之前） 野間上

指 導 員 小島　次雄 （美　座） 油　久

指 導 員 熊野　與志夫 （熊　野） 南　界

指 導 員 中野　重義 （長　谷） 南　界

指 導 員 春田　守 （平　鍋） 納　官

　交通安全教育指導員と交通安全婦人部は、交通安全のための広報活動に従事し、歩行者（特に児童・
生徒や老幼者など）に対し、正しい歩行と正しい横断など安全通行の指導をします。
　また、交通安全協会や警察署などと交通安全運動の活動を実施します。

　交通安全教育指導員及び交通安全婦人部

ご存じですか？ジェネリック医薬品
◎お問い合わせ先　役場町民保健課国保年金係㉗ 1111 内線 220

　ジェネリック医薬品とは、低価格なのに安全性
や効き目は新薬と同等と認められている後発医薬
品のことです。
　安全性も品質もほぼ同じで薬代が節約できるた
め、年々増える国民健康保険医療費の軽減にもつ
ながります。

　薬の種類や病状・体質などによってはジェネ
リック医薬品に変更できない場合がありますの
で、診察の時に医師にご相談ください。

各課からのお知らせ　
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各課からのお知らせ　　各課からのお知らせ

 お口元気歯ッピー検診
◎お問い合わせ先　鹿児島県後期高齢者医療広域連合業務課保健班099-206-1329

	 	鹿児島県後期高齢者医療広域連合では、昨年度
に 75 歳の誕生日を迎えられた後期高齢者医療の
被保険者（昭和 16 年４ 月１ 日から昭和 17 年 3 
月 31 日生）を対象に、口腔検診（お口元気歯ッ
ピー検診）を実施します。
　高齢期になりますと、知らず知らずのうちに飲
み込みの機能が低下し、窒息や肺炎の原因となり
ます。
　この検診事業は、いつまでも健康で美味しく食
べて長生きしていただくために、歯周病や義歯の
検査に加え、飲み込みの機能の診査・指導を行い、
機能の低下を未然に防ぐとても有効な検診事業で
す。

　対象者には 5	月末に受診券（圧着ハガキ）を
お送りしていますので、鹿児島県内の歯科医療機
関にご自分で予約の上、ぜひ受診ください。

■検診期間　平成 29年６月			1 日（木）～
　　　　　　平成 30年１月 31日（水）
■検診料　　無料
■対象者
　昨年度 75歳になられた後期高齢者医療被保険
者

６月４日～６月１０日は歯と口の健康週間です
◎お問い合わせ先　中種子町保健センター㉗ 1133

　平成２９年度の標語は『「おいしい」と「元気」
を支える　丈夫な歯　』です。

　お口は健康の入り口です。
　お口の清潔は、全身のさまざまな病気、肺炎や
インフルエンザの予防につながります。また、お
口の機能を保ち、よく噛んで食べることで体の発
育や口腔機能の発達を促し、高齢者の誤

ご

嚥
えん

を防ぎ、
認知症を予防することができます。
　よく噛んでおいしく食べ、楽しく会話して心身
ともに健康に生活し、お口の健康を守りましょう

乳幼児期
・ママの母乳やほ乳瓶で噛む力が育つ
（乳首をしっかり吸うことは、口のまわりの筋肉
やあごの発達を促す）
・お口の成長も十人十色　
（離乳期の口腔機能の発達には個人差があります、
あせらず進めましょう）
・しっかり噛んでおいしさ発見
（よく噛むことで、食べ物本来の味をきちんと味
わう）

学齢期
・よい食習慣とマナーを身につけよう
・五感をフルに使うと脳の機能も活性化する

成人期
・良く噛んで　肥満予防（生活習慣病の予防につ
ながります）
・定期検診は社会人のマナー

高齢期
・口の周りの筋肉を鍛えよう（表情がイキイキと
します）
・脳の働きが活発に・・・（寝たきりや認知症の
予防につながります）
・誤

ご

嚥
えん

による肺炎・窒息を防ごう

　活動的に楽しく過ごすために定期的に歯科検診
を受けましょう
　自分の歯で噛んで味わって飲み込む・・・口か
ら食べる楽しみをいつまでも続けましょう。
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　各課からのお知らせ

　平成 29 年度慰霊巡拝の実施予定については、
下記のとおりとなっています。
　参加者の国庫補助対象は、平成 28年度と同じ

く戦没者の配偶者、父母、子、兄弟姉妹、参加遺
族（子・兄弟姉妹）の配偶者、戦没者の孫および
戦没者の甥・姪としております。

慰霊巡拝の実施予定について
◎お問い合わせ先　県社会福祉課調査援護係099-286-2840 ／役場福祉環境課福祉係㉗ 1111 内線 261

平成 29 年度　慰霊巡拝事業概要

派　遣　地　域 実　施　予　定　時　期
実　施
期　間

募集予定
人　　員

備　考

１ 旧ソ連 ハバロフスク地方 8月20日（日）～  8月29日（火）　 10日間   15人

２ 旧ソ連 イルクーツク州  8月27日（日）～  9月  5日（火）　 10日間   15人

３ 旧ソ連 クラスノヤルスク地方 9月  3日（日）～  9月12日（火）　 10日間   15人

４ 旧ソ連 沿海地方  9月24日（日）～10月  3日（火）　 10日間   15人

５ 中国 東北地方 9月  5日（火）～  9月14日（木）　 10日間   15人

６ 南方 東部ニューギニア 9月20日（水）～  9月27日（水）　   8日間   20人

７ 南方 インドネシア 10月  4日（水）～10月13日（金）　 10日間   15人

８ 南方 硫黄島（１次） 10月24日（火）～10月25日（水）　   2日間 100人 羽田空港発着

９ 南方 トラック諸島 10月26日（木）～11月  2日（木）　   8日間   15人

10 南方 硫黄島（２次） 2月20日（火）～  2月21日（水）　   2日間 100人 羽田空港発着

11 南方 フィリピン 2月14日（水）～  2月23日（金）　 10日間   60人

12 南方 マーシャル・ギルバート諸島 3月  3日（土）～  3月11日（日）　   9日間   10人

■対象者
　保育の実施の対象とならない就学前児童であっ
て、保護者等の傷病・看護・介護等のやむを得な
い事由によるもののほか、育児に伴う心理的・肉
体的負担の解消等により、緊急・一時保育が必要
となる児童。
　年齢は、０歳児（生後４か月）から５歳児就学
前児まで。
■利用方法
　役場福祉環境課へ申請登録後、中央保育所で保
護者との面接を行い、予約申し込みにより一時保
育として預かります。
■受け入れ時間と利用日数
　利用時間は午前８時 30分から午後５時まで。
　利用可能日数はひと月 15日以内。

■利用料金　
　①１日　　1,200 円
　②半日　			　600 円
　③給食費　			200 円
　④時間単位で利用した場合　１時間 150 円　

町立中央保育所の一時預かり事業について
◎お問い合わせ先　役場福祉環境課福祉係㉗ 1111 内線 261 ／中央保育所㉗ 0031
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各課からのお知らせ　　各課からのお知らせ

農業者年金受給者の皆さま、現況届けをお忘れなく !!
◎お問い合わせ先　農業委員会振興係㉗ 1111 内線 227

　農業者年金受給者は、毎年 1回現況届けの提
出が必要です。「農業者年金基金」から送付され
た現況届けに必要事項をご記入の上、農業委員会
まで提出をお願いします。
■対象者
　平成 28 年 6月 30 日以前に、経営移譲年金ま
たは農業者老齢年金の年金手続きをした方で年金
証書の交付を受けた方。
■提出期間
　6月 1日（木）～ 6月 30日（金）
※未提出の方は、11 月からの年金支払が差し止
めとなりますのでご注意ください。

■代理人が記入する場合
　事情により本人が記入できないときは、親族な
どの代理人が記入することができます。ただし、
代理人の方は、氏名・住所・電話番号のほか、受
給者との関係の記入も必要となります。

　老齢年金を受給している方
　　→　農業者老齢年金受給権者現況届
　経営移譲年金を受給している方
　　→　経営移譲年金受給権者現況届
※ 5 月末に「農業者年金基金」から送付されます。

　みなさんが大切に管理している水路や農道、た
め池や井堰などの施設は、改良区や組合又は集落
ごとに、毎年のように泥上げや草刈りなどの様々
な管理を行っていることと思いますが、今後とも

維持管理をよろしくお願いいたします。
　また、災害等発生した場合は、速やかに役場農
地整備課までご連絡をよろしくお願いいたしま
す。

農業用施設等の維持管理の徹底について
◎お問い合わせ先　役場農地整備課管理係㉗ 1111 内線 268

農薬散布時の注意事項
◎お問い合わせ先　役場農林水産課農政係㉗ 1111 内線 253

　まわりの作物への農薬の飛散や、健康被害の発
生を防ぐため、次のことに注意しましょう。
・散布する前に十分な周知を行いましょう。
・散布量が多くなりすぎないように気をつけま
しょう。

・風の弱いときに風向きに気をつけて散布しま
しょう。
・散布の方向や位置に気をつけて散布しましょう。
・細かすぎる散布粒子のノズルは使わないように
し、散布圧力を上げすぎないようにしましょう。

　スポーツ大会の結果　

みんなで防ごう土砂災害（6 月 1 日～ 30 日は土砂災害防止月間）
◎お問い合わせ先　役場建設課管理係㉗ 1111 内線 242

　大雨や台風、地震などによる土石流やがけ崩れ
等の土砂災害が発生すると、多くの尊い人命が失
われます。土砂災害から生命を守るため、日ごろ
から次の点に注意しましょう。
・雨の降り方に注意しましょう。

・土砂災害の前ぶれを知っておきましょう。
・危険箇所を知っておきましょう。
・避難場所を知っておきましょう。
・逃げ方を知っておきましょう。
以上の点に注意し、早めの避難を心がけましょう。
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　各課からのお知らせ

漁業再生活動の取り組み
◎お問い合わせ先　役場農林水産課林務水産係㉗ 1111 内線 224

1. 集落協定の概要
●市町村名　中種子町
●協定締結集落名　ごんげん中種子集落
●交付金額　6,347,584 円
●協定参加世帯数
　59世帯（内漁業世帯数 50世帯）
2. 協定締結の経緯
　漁獲の減少または魚価低迷、漁業者の減少や高
齢化等の問題を抱えている中、漁業の活性化を目
指し離島交付金による漁業再生活動に取り組みま
した。
3. 取り組み内容
●トコブシの稚貝放流
　東海岸に 2.1 万個と西海岸に 2.8 万個の計 4.9
万個を放流。
●イカ柴投入事業
　２月から３月に７箇所、イカ柴を投入し、産卵
場を整備。

●回遊魚の餌付け
　６月から 11月に、２集落で沖アミで餌付けを
実施。
●サメ駆除対策事業
　８月。
●漁場監視
　４月から６月の間に３集落で密漁の監視。
●漁食普及
　町農林漁業祭でタルメをフィッシュバーガーに
加工し試食会を実施。
　魚料理教室を２回実施。
●新たな漁具・漁法の導入
　延縄を道具が瀬に掛からないように改良して２
月と３月に操業しました。
4. 取り組みの成果
　トコブシの稚貝放流及び漁場監視により資源確
保が図られ、安定的な水揚げに繋がりました。

　サメの駆除 　スジアラの放流
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くらしの情報　information　　生涯学習だより　

平成 29 年度中種子養護学校
学校見学会・体験学習会のご案内
　中種子養護学校では、学習の様子や施設等
を参観し、本校の教育に対する理解を深める
学校見学会・体験学習会を行います。
　就学前の幼児、児童、生徒、その保護者や
関係者などが参加できます。　
■日時　７月５日（水）午前９時～
※教育相談を希望する方は、午前 11時 20 分
以降に行います。
※日程などについてはお問い合わせください。
■申込方法　
　所定の用紙に必要事項を記入のうえ、郵送
または FAXでお申し込みください。
　電話による申し込みも受け付けています。
■申込期限　６月 23日（金）
◎申込先およびお問い合わせ先
　鹿児島県立中種子養護学校
　中種子町野間 6584 番地 4
　㉗ 2818　FAX㉗ 0167

南九州税理士会・もしもし税金相談室
　税理士が、電話で税金に関する相談に無料

（20 分以内）で応じます。
　受付担当者があなたのお住まいの地域及び
電話番号をお尋ねし、お近くの税理士から直
接あなたへ折り返しお電話いたします。
　詳しくは「南九州税理士会ホームページ」
（http://www.mkzei.or.jp/）をご覧ください。
■相談時間　平日　午前 10時～午後４時
※土日、祝祭日、夏期、年末年始は休室
◎お問い合わせ先
　南九州税理士会
　（フリーダイヤル）　0120-373-678

放送大学　10 月入学生募集のお知らせ
　放送大学では、平成 29 年度第２学期（10
月入学）の学生を募集しています。
○ 10代から 90代の幅広い世代、約９万人の
学生が、大学を卒業したい、学びを楽しみた
いなど、様々な目的で学んでいます。
○心理学・福祉・経済・歴史・文学・情報・
自然科学など、約 300 の幅広い授業科目があ
り、1科目から学ぶことができます。
　資料を無料で差し上げています。お気軽に

ご請求ください。
■出願期間　第１回　８月 31日（木）まで
　　　　　　第２回　９月 20日（水）まで
◎お問い合わせ先
　放送大学鹿児島学習センター
　099-239-3811

平成 29 年度県政アンケートモニター募集
　県政に関するアンケートのモニターを募集
します。
■任期　
　平成 29年９月１日～平成 31年８月 31日
■応募資格
　18歳以上の県内居住者（議会議員、公務員
（常勤）、２期連続モニター経験者を除く）
■謝礼等
　①業務に対する謝礼はありません。
　②「かごしまよかとこ 100 選」および「恋
　する鹿児島」のうちいずれか１巻を贈呈
　③アンケート実施の際県広報誌等を提供
■応募方法
　募集リーフレット、はがき、FAX、インター
ネット（県ホームページ）にてご応募ください。
■必要事項
　住所、氏名（ふりがな）、年齢（生年月日）、
性別、職業、電話番号、Ｅメールアドレス（お
持ちの場合）、各種モニター経験の有無、応募
の抱負（100 字程度）
■募集期限　６月21日（水）（当日消印有効）
◎お問い合わせ先
　鹿児島県広報課県民の声係
　鹿児島市鴨池新町 10番１号
　099-286-2093　FAX099-286-2119
　Ｅメール :kenmin-koe@pref.kagoshima.lg.jp

平成 29 年度鹿児島県難病相談・支援センター
巡回相談のご案内
　巡回相談を下記のとおり実施します。
■日時　６月 29日（木）午後１時～
■場所　西之表市保健センター
■対象者　膠原病の患者、家族、関係者
■申込期限　６月 22日（木）
◎お問い合わせ先
　鹿児島県難病相談・支援センター　
　099-218-3133
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　生涯学習だより　

　中種子よいらーいきスポーツクラブでは、キッ
ズスポーツ（４歳以上、小学６年生まで）と、転
倒予防教室（50歳以上）の入会者を募集します。
　詳しい内容につきましては、パンフレット、ま
たは、中種子よいらーいきスポーツクラブまでお
問い合わせください。
※キッズスポーツと転倒予防教室については、年
会費に合わせて月謝または参加料が必要になりま
す。
■キッズスポーツ＜４歳～小学６年生＞
　開催日時
　　月　小学生　16:30 ～ 18:00
　　火　小学生　16:30 ～ 18:00
　　水　年中児　16:00 ～ 17:00
　　木　年長児　16:00 ～ 17:00
　　金　年少児　16:00 ～ 17:00
　※別途月謝がかかります。

■転倒予防教室＜ 50 歳以上＞　
　開催日時　木　9:30 ～ 11:30
　参加料　500 円

■年会費

※夫婦・ファミリー会員は同時加入のみ適用
※ファミリー会員は［夫婦＋高校生以下の子２名
以上］の入会時適用
※納入した年会費の払い戻しはできません。

キッズスポーツ・転倒予防教室のご案内
◎お問い合わせ先　中種子よいらーいきスポーツクラブ（種子島中央体育館）㉔ 2226

中種子よいらーいきスポーツクラブ年会費
区　分 年会費

Ａ 高校生以下 1,000 円
Ｂ 一般 3,000 円
Ｃ 65 歳以上 1,000 円
Ｄ 夫婦（65 歳未満） 5,000 円
Ｅ ファミリー（同一世帯） 7,000 円

施設利用のご案内
◎お問い合わせ先　教育委員会社会教育課社会体育係（種子島中央体育館）㉔ 2226

　種子島中央体育館は、バレーボールやバドミン
トン、バスケットなどのインドアスポーツに適し
た体育館です。
　１階アリーナはバレーボールコート３面分の広
さがあり、ステージも備え、各種イベント等にも
対応するよう配慮されています。
　２階は観客席に加え、１周約 200 メートルの
走路があります。走路は、雨天時のトレーニング

や、夜間のウォーキング場などに利用されていま
す。
　そのほか、「幼児体育室」「トレーニングルーム」
「会議室」を備え、空調を完備しています。
　皆様のご利用をお待ちしています。
■開館時間　
　午前８時 30分～午後 10時
※利用料などについてはお問い合わせください。

　200m 走路 　トレーニングルーム
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生涯学習だより　　生涯学習だより　

大人気！アンディ先生の【まじっくしょー！】
◎お問い合わせ先　役場社会教育課文化係（種子島こりーな）㉗ 3711

（平成 29 年度種子島こりーな自主文化事業）　
　華やかな出現＆消失マジック、会場のお友だち
の浮遊、お友だちのおまじない「ちちんぷいぷい」
で起こる魔法など、幼児も安心して、最後まで夢
中で楽しむ事が出来ます。
　ぜひ、ご家族でご鑑賞ください。
■日時　６月 23日（金）　　　　　
　　　　開場　午後６時
　　　　開演　午後６時３０分
■会場　種子島こりーな
■入場料
　５００円（３歳児以下無料）
■チケット取扱所
　種子島こりーな、（有）てらだ、永浜ストアー、
和田書店、ひだまり工房、大島屋、種子島総合事
務機

平成 29 年度青少年のための芸術鑑賞事業『バレエへの招待』
◎お問い合わせ先　役場社会教育課文化係（種子島こりーな）㉗ 3711

（鹿児島県バレエ協会公演）
　バレエの名場面や世界の名曲によるバレエ・世
界の踊りやバレエの名場面を紹介するバレエ入門
の公演となります。
　町内の小学校・養護学校の児童・生徒を対象と
しておりますが、一般の方々にも 200 席ほどご
鑑賞いただけますので、この機会にぜひご鑑賞く
ださい。　
■内容　
　第１部　バレエ教室
　第２部　世界の踊り巡り・バレエコンサート　
　第３部　古典バレエ作品
■日時　６月９日（金）
　　　　午前１０時
■会場　種子島こりーな
■入場料　無料
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　生涯学習だより　

ね
じ
の
歴
史
（
そ
の
２
）

　

１
５
４
３
年
に
、
種
子
島
西

之
村
の
小
浦
（
現
在
の
南
種
子

町
西
之
前
之
浜
）
に
大
船
（
中

国
船
）
が
来
着
し
ま
し
た
。

　　

こ
の
大
船
に
は
百
人
余
り
が

乗
船
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

容
貌
（
よ
う
ぼ
う
）
は
こ
れ
ま

で
に
見
た
こ
と
が
な
く
、
ど
こ

の
国
か
ら
来
た
の
か
わ
か
ら

ず
、
言
葉
も
通
じ
な
い
の
で
、

島
の
人
々
は
奇
異
の
目
で
眺
め

て
い
ま
し
た
。

　

乗
船
し
て
い
た
中
の
一
人
に

明
国
の
儒
者「
五
峯（
ご
ぼ
う
）」

と
い
う
人
が
い
て
、
西
之
村
の

村
長
織
部
丞
（
お
り
べ
の
じ
ょ

う
）
と
砂
浜
に
書
い
た
文
字
で

筆
談
し
ま
し
た
。

　

こ
の
筆
談
に
よ
り
異
国
の
商

人
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
織
部

丞
は
当
時
、
南
北
の
商
人
の
往

来
が
頻
繁
で
あ
っ
た
赤
尾
木
港

（
現
在
の
西
之
表
港
内
）
に
行

く
よ
う
言
い
ま
す
。

　

こ
の
報
を
受
け
た
島
主
・
種

子
島
時
堯
（
と
き
た
か
）
は
赤

尾
木
港
へ
入
港
さ
せ
ま
す
。

　

こ
の
異
国
の
商
人
の
中
に
牟

良
叔
舎
（
ム
ラ
シ
ュ
ク
シ
ャ
）

と
喜
利
志
多
佗
孟
太
（
キ
リ
シ

タ
ダ
モ
タ
）
と
い
う
２
人
の
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
が
い
て
、
手
に
は

真
っ
直
ぐ
伸
び
た
筒
状
の
物

（
鉄
砲
）
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

時
堯
は
、
こ
の
世
に
も
珍
し

い
物
に
大
変
興
味
を
持
ち
、
す

ぐ
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
持
っ
て

い
た
鉄
砲
２
挺
を
買
い
求
め
ま

し
た
。
そ
し
て
、
時
堯
は
、
こ

れ
と
同
じ
も
の
を
作
る
よ
う
島

の
刀
鍛
冶
の
八
板
金
兵
衛
清
定

に
命
じ
ま
す
。

　

島
主
で
あ
る
時
堯
に
複
製
を

命
じ
ら
れ
た
金
兵
衛
は
、
日
夜

製
作
に
励
み
ま
す
。
形
状
に
つ

い
て
は
う
ま
く
複
製
で
き
ま
し

た
が
、
ど
う
し
て
も
う
ま
く
で

き
な
い
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。

発
射
の
衝
撃
に
耐
え
る
た
め
の

銃
身
の
底
を
ふ
さ
ぐ
尾
栓
い
わ

ゆ
る
「
ね
じ
」
の
部
分
で
す
。

　

当
時
の
日
本
に
は
、
ね
じ
が

使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
が

な
い
た
め
、
ね
じ
を
作
る
技
術

が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
こ
で
金
兵
衛
の
試
作
銃
の

製
作
は
行
き
詰
ま
り
ま
す
。

「
お
詫
び
」

　

資
料
館
だ
よ
り（
４
５
６
号
）

の
記
載
内
容
に
一
部
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）
藩
主
・
種
子
島
時
堯
→

（
正
）
島
主
（
も
し
く
は
領
主
）・

種
子
島
時
堯

（
誤
）
二
千
両
で
購
入
し
た
こ

と
か
ら
→
（
正
）
求
め
た
こ
と

か
ら

べ
た
凪
の
海
も
野
山
も
春
が
す
み
雲
雀
の
声
さ
え
眠

た
げ
に
聞
く　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

德
永　

武
彦

痴
呆
度
は
い
か
ほ
ど
進
行
せ
し
も
の
や
あ
っ
け
ら
か

ん
に
慣
ら
さ
れ
生
き
る　
　

函　

館　

山
田　

正
明

吉
野
台
土
筆
の
里
よ
縁
里
夕
陽
の
釣
瓶
雲
間
に
落
ち

て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

中
嶋
喜
代
子

陽
だ
ま
り
に
す
み
れ
数
本
並
び
咲
き
蕾
も
あ
り
て
終

わ
り
し
も
あ
り　
　
　
　
　

満
足
山　

横
山
美
津
絵

老
齢
の
歌
多
く
見
る
歌
誌
と
な
り
わ
れ
も
違
わ
ず
仲

間
入
り
す
る　
　
　
　
　
　

牧　

川　

有
留
よ
し
子

裏
山
の
竹
の
子
出
で
し
頃
か
と
告
げ
来
し
故
里
恋
ほ

し
む
亡
弟
は
還
ら
じ　
　
　

浜
津
脇　

橋
口　

俊
子

桜
花
は
春
の
嵐
に
散
り
て
な
お
描
き
て
見
す
る
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
に
も　
　
　
　
　

上　

方　

古
市
シ
ゲ
子

会
葬
の
お
礼
の
葉
書
目
に
し
つ
つ
わ
が
終
い
ま
だ
し

九
十
二
歳　
　
　
　
　
　
　

牧　

川　

松
下　

シ
ズ

し
な
や
か
に
小
手
毬
揺
る
る
雨
あ
が
り
春
風
さ
ん
と

た
わ
む
れ
て
お
り　
　
　
　

上　

方　

鎌
田
と
く
子

春
の
庭
に
色
取
り
の
花
開
花
し
が
そ
の
根
元
に
は
草

蔓
延
み
て　
　
　
　
　
　
　

上　

方　

古
市　

克
人

凭
れ
れ
ば
安
楽
椅
子
の
心
地
よ
き
深
き
午
睡
の
目
覚

め
整
ふ　
　
　
　
　
　
　
　

女　

洲　

中
村　

寿
子

懐
し
き
中
瀬
ケ
浜
の
水
平
線
昔
も
今
も
遙
か
に
長
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田　

島　

鎌
田　

ス
エ

『
つ
ま
べ
に　

詠
草
』

資
料
館
だ
よ
り
（
４
５
7
号
）

　西之前之浜
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マムシ咬傷について　　  　 　　看護師：加納理恵花　公立種子島病院㉖ 1230

　

種
子
島
の
毒
蛇
に
は
マ
ム

シ
・
ヤ
マ
カ
ガ
シ
（
こ
こ
で

は
カ
ラ
ス
ヘ
ビ
と
呼
ぶ
）
が

い
ま
す
。

　

マ
ム
シ
に
咬
ま
れ
る
と
数

分
で
激
し
い
痛
み
と
腫
脹
を

伴
う
た
め
『
蛇
に
咬
ま
れ
て

腫
れ
て
き
た
』
と
言
え
ば
マ

ム
シ
と
考
え
て
治
療
し
ま
す
。

　

ヤ
マ
カ
ガ
シ
に
咬
ま
れ
る

と
数
時
間
後
、
主
に
出
血
を

伴
う
症
状
が
出
現
し
ま
す
。

ヤ
マ
カ
ガ
シ
は
ハ
ブ
の
10
倍

マ
ム
シ
の
３
倍
の
毒
性
が
あ

り
猛
毒
で
す
。

　

し
か
し
臆
病
で
滅
多
に
人

を
襲
う
こ
と
は
な
く
、
上
顎

の
奥
歯
に
毒
を
持
ち
、
咬
ま

れ
て
も
奥
深
く
咬
ま
れ
ず
、

軽
傷
で
済
む
こ
と
が
多
い
で

す
。

　

当
院
で
も
蛇
咬
傷
の
受
診

は
マ
ム
シ
が
殆
ど
で
す
。

　

蛇
に
咬
ま
れ
た
ら
何
の
蛇

か
確
認
の
上
、
す
ぐ
に
病
院

へ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
ム
シ
咬
傷
の
症
状

①
咬
傷
後
す
ぐ
に
灼
熱
感　

　

20
～
30
分
後
激
し
い
疼
痛
・

出
血
・
腫
脹
・
次
第
に
中
枢

側
（
体
）
に
進
展
す
る

②
１
～
２
時
間
後
に
皮
下
出

血
・
水
泡
形
成
・
リ
ン
パ
節

腫
脹
の
出
現

　

腫
脹
が
進
行
す
る
と
知
覚

障
害
が
起
こ
る
（
放
置
す
れ

ば
壊
死
に
陥
る
）

③
眼
筋
麻
痺
に
よ
る
霧
視
・

複
視
・
視
力
低
下
を
生
じ
る

こ
と
も
あ
る

④
発
熱
・
腹
痛
・
血
圧
低
下
・

意
識
障
害
な
ど
全
身
症
状
が

現
れ
た
ら
重
症
化
の
サ
イ
ン

処
置　
　
　
　
　

①
咬
傷
部
よ
り
10
～
20
㎝
上

の
所
を
軽
く
う
っ
血
す
る
程

度
に
縛
り
ま
す
。
＊
強
く
縛

り
過
ぎ
な
い

②
咬
傷
部
を
す
ぐ
に
吸
引
す

る
と
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、

口
で
直
接
吸
引
す
る
の
は
危

険
で
す
。

　

毒
吸
引
器
（
市
販
で
購
入

可
能
）
で
の
吸
引
を
勧
め
ま

す
が
、
な
い
場
合
は
咬
傷
部

の
絞
り
出
し
を
し
な
が
ら
病

院
に
受
診
し
ま
す
。

③
咬
傷
部
は
心
臓
よ
り
低
く

下
げ
て
お
き
ま
す
。

④
慌
て
て
走
る
と
毒
が
全
身

に
回
る
た
め
、
近
く
の
人
へ

応
援
を
呼
び
、
迅
速
に
病
院

へ
問
い
合
わ
せ
の
上
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。　

⑤
マ
ム
シ
咬
傷
の
治
療
は
必

ず
入
院
が
必
要
で
す
。

　　

マ
ム
シ
は
春
～
秋
に
か
け

て
多
く
、
夏
の
６
～
９
月
は

夜
行
性
、
４
～
５
月
10
月
の

春
秋
は
日
光
浴
の
た
め
日
中

に
活
動
し
ま
す
。

　

こ
の
時
期
に
森
林
・
藪
・

水
田
・
小
川
な
ど
で
農
作
業

や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
行
う
場
合
、

ま
ず
は
蛇
に
咬
ま
れ
な
い
様
、

肌
の
露
出
は
避
け
、
長
靴
・

厚
手
の
ゴ
ム
手
袋
を
着
用
の

上
注
意
し
て
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

特
に
子
供
や
お
年
寄
り
は

注
意
が
必
要
で
す
。

　　

治
療
上
で
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
れ
ば
病
院
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
　

食生活改善推進員コーナー 　６月は「食育月間」です！
　　

６
月
は
「
食
育
月
間
」、
毎

月
19
日
は
「
食
育
の
日
」
毎

月
第
３
土
曜
日
は
「
か
ご
し

ま
活
き
生
き
食
の
日
」
で
す
。

　

昔
か
ら
教
育
の
基
本
は

「
知
育
、
徳
育
、
体
育
」
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
土

台
と
な
る
の
が
食
育
で
す
。

　

家
族
で
囲
む
食
卓
は
、
食

事
の
マ
ナ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
場
で
も

あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
が
身
近
な
家
庭
か

ら
食
育
を
学
ん
で
い
く
た
め

に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、

親
子
で
食
材
に
触
れ
、
共
に

調
理
を
す
る
こ
と
で
楽
し
く

「
食
育
」
を
学
べ
る
よ
う
「
お

や
こ
食
育
教
室
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

教
室
の
内
容
は
、
食
育
に

つ
い
て
の
話
、
料
理
教
室
、

む
し
歯
予
防
の
話
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

申
し
込
み
に
つ
い
て
は
学

校
や
園
か
ら
案
内
が
き
ま
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　南界小学校料理教室 　星原小学校料理教室
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６
月
に
打
上
げ
！

　
　
　
　

人
工
衛
星
「
み
ち
び
き
」

　

６
月
１
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る

Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
34
号
機
で
打

上
げ
ら
れ
る
準
天
頂
衛
星
「
み
ち

び
き
」
２
号
は
、
カ
ー
ナ
ビ
や
携

帯
電
話
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
、
従
来

困
難
だ
っ
た
日
本
の
高
層
ビ
ル
街

や
山
間
部
で
も
高
精
度
で
提
供
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
測
位
衛

星
で
す
。

　
「
み
ち
び
き
」
は
地
球
の
ま
わ

り
を
ま
わ
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
衛
星
の
仲
間

で
す
が
、
普
通
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
衛
星
と

違
い
、
軌
道
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
「
み
ち
び
き
」
は
、
日
本
の
ほ

ぼ
真
上
に
長
時
間
見
え
る
よ
う
に

工
夫
さ
れ
た
軌
道
を
飛
ぶ
こ
と
に

よ
っ
て
、
山
や
ビ
ル
に
さ
え
ぎ
ら

れ
る
こ
と
な
く
衛
星
の
電
波
を
届

け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

新
し
く
な
っ
た
宇
宙
科
学
技
術

館
に
は
、「
み
ち
び
き
」
の
役
割

を
学
び
な
が
ら
楽
し
め
る
タ
ッ
チ

ゲ
ー
ム
「
人
工
衛
星
ウ
ォ
ッ
チ
」

と
い
う
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　
「
み
ち
び
き
」
だ
け
で
は
な
く

３
種
類
の
衛
星
に
関
す
る
ミ
ッ

シ
ョ
ン
が
あ
り
、
子
供
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
大
人
で
も
楽
し
め
る

ゲ
ー
ム
と
な
っ
て
ま
す
。
ス
コ
ア

１
０
０
を
目
指
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

特
別
公
開
２
０
１
７

　

た
く
さ
ん
の
ご
来
場

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

４
月
22
日
（
日
）
種
子
島
宇
宙

セ
ン
タ
ー
特
別
公
開
２
０
１
７
」

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

１
０
０
０
名
を
超
え
る
皆
様
に
ご

来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
実
施
に
あ
た
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、
地
元

団
体
の
出
店
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

な
ど
地
元
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

宇
宙
セ
ン
タ
ー
職
員
一
同
、
来

場
者
と
の
触
れ
あ
う
時
間
を
持

つ
こ
と
が
で
き
、
大
変
充
実
し
た

一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

宇 宙 セ ン タ ー だ よ り 宇宙科学技術館　㉖ 9244
（http://www.jaxa.jp/）

地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー だ よ り ◎お問い合わせ先
㉗ 1223

一般介護予防事業のご案内
　あなたも健康づくり・体力づくりのために参加
してみませんか。中種子町に住む 65歳以上の方
なら誰でも参加できます。
※ 65歳未満で、ボランティアとして参加してく
ださる方も歓迎いたします。参加費は無料です。
■いきいき健康体操教室
　（種子島中央体育館）
　日時　毎週水曜日　午前９時 30分～
　内容　健康チェック、ストレッチ、筋力向上運
　　　　動、ウォーキングなど
■いきいきサロン
　（梶潟公民館）
　日時　第１・３金曜日　午前９時 30分～
　（平鍋公民館）
　日時　第２・４金曜日　午前９時 30分～
　内容　健康チェック、軽体操、レクリエーショ
　　　　ンなど
　　　　※材料費がかかることがあります。

■各種健康教育
　ご要望に応じて、様々な健康教育を実施してい
ます。お気軽に御連絡ください。
（例）体操を教えてほしい、熱中症予防について
　聞きたい、介護保険について知りたいなど

認知症サポーター養成講座のご案内
　認知症サポーター養成講座は、認知症について
正しく理解してもらい、認知症の人や家族をあた
たかく見守る応援者になっていただくための講座
です。
　町では、認知症サポーターを増やし、認知症に
なっても、安心して暮らせるまちを目指します。
　養成講座は、おおむね５人以上集まれば実施で
きます。小学生から高齢者まで対応していますの
で、職場の仲間、育成会、集落行事などでぜひ取
り組んでみませんか。
　参加費は無料です。開催日時はお問い合わせく
ださい。
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婚姻・出生・死亡届
●寄附のお礼　
　亡くなられた方々のご家族から、社会福祉協議会
へ金一封が寄せられました。これらの善意に感謝す
るとともに、謹んで故人のご冥福をお祈り申し上げ
ます。（敬称略）
久保田フタミ（田　島）　　松原みどり		　（中　山）
宮澤由美子		　（旭　町）

社協だより

暮らしのうごき
人口の動き

総人口 8,180 人 ( 92) 出生 3 人

男　性 3,887 人 ( 45) 死亡 7 人

女　性 4,293 人 ( 47) 転入 65 人

世帯数 4,345 戸 ( 53) 転出 12 人

※（　）は前月との比較（4 月末現在）

火事・救急

火事・救急 ( 町内）　4 月中

火　事 5 件 うち建物 0 件

救　急 46 件 うち急病 34 件

交通事故

交 通 事 故 町内 島内

発生件数 2 件 ( -2) 15 件 ( +2)

死 者 数 0 件 ( 0) 0 件  ( 0)

負傷者数 3 件 ( -2) 17 件 ( +1)

※平成 29 年 4 月、(　) は前年同時期比較

戸 籍 の 窓
平成 29年 4月受付分

（承諾書をいただいた方のみ掲載）

こんにちは赤ちゃん

男の子 名前 両親 集落

3/26 浦元　一
いつほ

帆 信一郎・由佳 上　方

4/11 進藤　弥
みおん

穏 馨・紅 伏之前

4/14 鳥居　賢
けんしろう

志朗 正洋・理恵 伏之前

おくやみ申しあげます

名前 集落 年齢

3/31 潮　ナツ 塩　屋 92歳

4/14 園中　ミヤ 南界園 90歳

4/19 久保田　友志 南界園 95歳

4/20 本鍋田　霜江 伏之前 93歳

4/26 宇都　岩重 旭　町 91歳

4/27 牧瀬　ツルヱ 戸　畑 95歳

4/29 松原　洋 南界園 86歳

交
番
・
駐
在
所
が

　
　

移
転
統
合
し
ま
し
た

　

交
番
機
能
の
強
化
や
、
管
轄

地
域
に
お
け
る
夜
間
を
中
心
と

し
た
警
戒
力
な
ど
を
図
る
た
め
、

４
月
１
日
、
浜
津
脇
・
坂
井
の

両
駐
在
所
が
中
種
子
交
番
へ
統

合
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
中
種
子
交
番
で
町

内
全
域
を
管
轄
し
ま
す
。

　

ま
た
、
種
子
島
警
察
署
管
内

で
は
、
現
和
駐
在
所
が
移
転
新

築
さ
れ
た
西
之
表
交
番
へ
、
南

種
子
・
島
間
・
西
之
・
茎
永
駐

在
所
が
新
設
さ
れ
た
南
種
子
交

番
へ
そ
れ
ぞ
れ
統
合
さ
れ
ま
し

た
。
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「なかたねお知らせ版」　6 月 1 日～ 30 日
保健センター　すこやかカレンダー

日 行　事

8（木）ぽかぽか教室 13:00~

9（金）母子手帳交付 13:00~

15（木）乳幼児健診

17（土） 中種子おやこ食育教室
16:00~　対象：増田小学校

21（水）すこやかマタニティー教室（お産・母乳）
13:00~　保健センター

22（木）すこやかマタニティー教室（沐浴）
18:00~　保健センター

23（金）母子手帳交付 13:00~

28（水）すこやかマタニティー教室（お産・母乳）
13:00~　種子島産婦人科医院

乳幼児健診　6 月 15 日（木）
※保健センターで実施

対象者 受付時間 生年月日

3 ～ 5 か 月 児 09:00~09:15 H29. 1.20　～　H29. 3.14 

もうすぐ 1 歳児 9:30~ 9:45 H28. 6.18　～　H28. 7.14

1 歳 6 か 月 児 12:45~13:00 H27. 9.16　～　H27.12.14

2 歳 児 12:45~13:00 H27. 3.16　～　H27. 6.14

予防接種　
※接種場所は各医療機関となります。
接種種類 接種期間 接種可能対象者

日本脳炎
5 月 29 日～ 6 月 3 日
6 月 26 日～ 7 月 1 日

1 期　H24.4.2 ～ H26.4.1

2 期　H19.4.2 ～ H20.4.1

水 痘 6 月 12 日～ 6 月 17 日 生後 12 か月～ 36 か月

四種混合 6 月 5 日～ 6 月 10 日 生後 3 か月～ 90 か月

Ｂ Ｃ Ｇ 6 月 19 日～ 6 月 24 日 生後 3 か月～ 12 か月

成 人 用
肺炎球菌 4 月 1 日～ 3 月 31 日 対象者には通知

行事・イベントなど
日 行　事

9（金）青少年のための芸術鑑賞事業（バレエ）
10:00 ～【種子島こりーな】

23（金）アンディ先生のまじっくショー
18:30 ～【種子島こりーな】

24（土）図書室おはなし会
10:30 ～【中央公民館図書室】

包括支援センター　介護予防事業
いきいき健康体操教室
毎週水曜日　9:30 ～　中央体育館

公立種子島病院
眼科、耳鼻咽喉科を除く外来診療は午後から休
診します。

各科 診察日

眼 科 5（月）、6（火）、19（月）、20（火）

耳鼻咽
喉 科

1（木）、15（木）、29（木）

整 形
外 科 毎週火曜日の午前中

消化器
外 科 毎週水曜日の午前中

休日在宅医当番表
日 病院・医院名

4（日） 種子島医療センター ㉒0960

11（日） 田上診療所 ㉗0325

18（日） 種子島医療センター ㉒0960

25（日） 高岡医院 ㉗3100

子育て支援センターおひさま（保育所内）
※未就園児対象　全て 10:00 ～ 11:30

日 行　事 場所

2（金） 幼児学級（1 ～ 2 歳児）
父の日プレゼント制作 伏之前住宅集会所

6（火） 赤ちゃん教室（1 歳未満）
父の日プレゼント制作 伏之前住宅集会所

16（金） 幼児学級（3 ～ 4 歳児）
父の日プレゼント制作 伏之前住宅集会所

20（火） 赤ちゃん教室（1 歳未満）
いないいないばぁあそび 保健センター

23（金） 幼児学級（1 ～ 2 歳児）
七夕制作 伏之前住宅集会所

30（金） 幼児学級（3 ～ 4 歳児）
七夕制作 伏之前住宅集会所

中央保育所園庭開放日
第 2・第 4 月曜日　10:00 ～ 11:30

　※変更になる場合があります。
　　あらかじめご了承ください。

種子島産婦人科医院（㉒ 0260）
外来休診日　7 日（水）
土曜日外来診療日（要予約）　10 日（土）9:00 ～ 12:00
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屋久島→種子島
7:00 7:50
10:00 10:50
12:00 12:50
16:00 16:50

種子島→屋久島
9:40 10:30
10:55 11:45
12:10 13:05
17:40 18:30

■　夏　ダ　イ　ヤ　■
平成29年 3月 11日～平成 29年 9月 18日

鹿児島→種子島
7:30 9:05

７:45 指宿宮之浦 10:50
9:10 10:45
10:20 11:55
13:00 14:35
16:00 17:35
17:00 18:35

指宿→種子島
8:30 宮之浦 10:50

種子島→指宿
15:00 16:05

種子島→鹿児島
7:00 8:35
8:00 9:35

9:40宮之浦12:35
11:05 12:45
13:05 14:40
15:00 指宿 16:55
17:05 18:40

種 子 屋 久 高 速 船 株 式 会 社

※安房発着
◎は 7 月 22 日（土）～ 8 月 20 日（日）の期間のみ運航

※

※

※

西之表営業所　0997-22-1224 ／ 6 時～ 17 時 30 分
中種子窓口　　0997-27-3663 ／ 9 時～ 17 時※
　　　　　　　　　　　　　　　※日・祝日は休み

◎

◎

◎

◎

島の四季彩　タケニグサ（ケシ科）
【漢字表記】竹似草
【別名】チャンパギク
【分布】本州～琉球、中国・台湾
【生育地】日当たりのよい草地や荒れ地
　和名は茎が中空で竹に似ていることに
由来すると言われています。高さ１～２
ｍになる大形で夏緑性の多年草です。全
体に粉白色を帯び、葉は互生し、キクの
ように深く切れ込みますが、長さ 20 ～ 40cm と大きく、裏面は
特に白いです。島内では点在している程度で、よく目にする植物
ではありません。花期は夏で、花は花弁がなく、雄蕊が目立ちます。
その後、長楕円形の長さ２～2.5cmの果実が、垂れて多数着きます。
欧米では、その変わった風貌から、園芸植物として庭園などに植え、
観賞されています。また、枯れた実着きの状態のものが、ドライ
フラワーとして花材にされることがあります。しかし、有毒植物で、
汁液に触れると皮膚炎をおこし、食すると嘔吐・下痢・血圧低下・
呼吸麻痺などを起こすことがあります。
【写真・資料提供】香月茂樹さん（元薬草試験場長）

種子島宇宙芸術祭が始まります！
　宇宙をテーマにした新しい芸術祭が、2017 年
夏にスタートします。どうぞご期待ください。
■会期　８月 15 日（土）～ 11 月 12 日（日）
■会場　種子島全島
◎お問い合わせ先
　種子島宇宙芸術祭実行委員会　

　㉖ 6513（http://space-art-tanegashima.jp/）

　種子島宇宙芸術祭では、「宇宙のタネプロジェ
クト」を実施し、「クラウドファウンディング方
式」による支援を募っております。
　クラウドファウンディングサイト「A-port」
の「宇宙のタネプロジェクト」特設ページにて
18 組のプロジェクトが公開されていますので、
ぜひご支援ください。


